
相沢がエ リスに豊 太郎が帰 ることを 伝えた理 由  

 

 私がこ の理由を 追究しよ うと思っ た動機は 、相沢は あんなに 豊太郎の ことを大 切に し て

いたのに  

,な ぜ エ リ ス と 豊 太 郎 の 人 生 が 大 き く 変 化 す る 大 切 な 事 を な ぜ 豊 太 郎 か ら 直 接 伝 え さ せ て

あげなか ったのだ ろう思っ たからで ある。  

 

 この疑 問の理由 は優柔不 断な豊太 郎が日本 へ帰るこ とを直接 エリスに 伝え、エ リス に 反

対されエ リスの意 見を聞い て、  

豊太郎の 心が変わ る前に相 沢からエ リスに伝 え、形と し て形成し ておきた かったの である 。 

 

 

 まず豊 太郎は官 僚として ドイツに 渡ったの に、エリ スに出会 い官僚か ら降ろさ れ職 を 失

った。  

そんな時 に相沢は 日本にい たにも関 わらず、 豊太郎に 職をつけ て助けの 手を差し 延べ て く

れた。  

これは 27 9 頁 6 行目「この とき余を 助けしは ～報道せ しむるこ ととなし つ。」から 分かる 。  

 

これはエ リートの 道を幼い 頃からず っと歩ん できたは ずが、今 は惨めな 立場にお かれ て い

る  

豊太郎を 同じよう な道を歩 んできた 相沢から 見てほお っておけ なかった のだ。  

 

 そして 相沢は豊 太郎の日 本にいた 時の優れ た能力を 知ってい たので、 エリスに 出会 い 道

を外した 豊太郎を 自分と同 じ道に取 り戻し、  

共に自分 が秘書を 務める天 方大臣の 元で働き たいと思 った。そ の理由は 相沢にと って 天 方

は自分の 上司であ り大切な 人なので 、  

天方が出 世するこ とは相沢 にとって もいいこ とである 。だから 豊太郎が 優秀なこ とを 知 っ

ていた相 沢は、天 方の元で 働かせた かったの だ。  

 そのた めには天 方に豊太 郎を気に 入っても らわなけ ればなら ない。  

 そのた めに相沢 が天方と 共にドイ ツに来た 時には豊 太郎に手 紙を出し 、283 頁 7 行目「 汝

が名誉を 回復する もこのと きにある べきぞ。 」と言っ た。  

そして相 沢の元へ やってき た豊太郎 をろくに 私的な話 をもせず 天方へ合 わせ、ド イツ 語 で

書かれて いる書物 を翻訳す るという 仕事を任 せたのだ 。  

これは 28 5 頁 6 行目「別後 の情を細 叙するに もいとま あらず、 引かれて 大臣に渇 し、委 託

せられし は独逸語 にて記せ る文書の 急を要す るを翻訳 せよとの ことなり 。」より わかる。  



 またロ シアに行 く時も豊 太郎を誘 い、翻訳 した文の 賃金の他 に旅費ま で持たし ている。   

 

そこまで でもして 豊太郎を ロシアへ 連れて行 きたかっ たのであ ろう。  

ロシアで は 289 頁 7 行目「 我が舌人 たる任務 はたちま ち」から 290 頁 3 行目「ま た多くは

余なりき 。」から わかるよ うに、  

宮廷で通 訳をした り客人と 主人との 間を取り 持ったり していた 。  

 そうし て天方の 信頼も集 めていっ た。つま り相沢の 作戦は成 功である 。  

 

 また相 沢の発言 286 頁 5 行目「こ の一段の ことはも と生まれ ながらな る弱き心 より出 で

しなれば 、今さら 言わはん も甲斐な し」から わかるよ うに、  

相沢は豊 太郎の性 分を知っ ているの で、豊太 郎 が優柔不 断なこと も知って いたので あろう 。 

豊太郎が この時優 柔不断な のは 287 頁 3 行目「我が弱 き心には 思ひ定め ん由なり が、 し ば

らく友の 言に従ひ て、この 情縁を断 たんと約 しき。  

余は守る ところを 失はじと 思ひて、 己に敵す る者には 抗低すれ ども、友 に対して 否と は え

答えぬが 常なり。 」から曖 昧な決断 をしてい ることか らわかる 。  

また 293 頁 10 行目「我が心 はこのと きまでも 定まらず 、故郷を 思う念と 栄達を求 むる心 と

は、時と して愛情 を圧しと せん」か ら  

まだ心に 強く決め ているわ けではな いことが わかる。  

 

 

 相沢は 先ほども 述べたよ うに、天 方の元で 豊太郎と 共に働き たっかた ので、豊 太郎 を ど

うしても 官僚であ る自分の 道へ引き 戻す必要 があった 。  

そのため に優柔不 断な豊太 郎が自ら 日本に帰 ることを エリスに 伝えて、 エリスに 反対 さ れ

エリスの 意見を聞 いて、日 本へ帰ら ないと心 が変わっ てしまわ ないよう に、  

相沢から エリスに 伝え「日 本に帰る 」という 決断が豊 太郎の心 の中のも のではな くて 、 形

として形 成してお きたかっ たのであ る。  

 

 

 また天 方の元に 豊太郎の ような優 れた人材 を引き連 れたこと から、天 方のため を思 っ て

いるとい うことを アピール して、  

天方のよ り大きな 信頼を得 ようとし たのかも しれない と考えら れるが、 これは推 測で し か

ない。  


